
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 7 回 理事会  

日 時 令和 4 年 11 月 11 日  18:30～21:00 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

浦川純二、志岐浩二、小柳 傑、飯野朋彦、池田章子 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局坂井孝行、河島ます子、野上和歌 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）教育学術局 学術研修部 備品について 

      受講管理用や座長用、補佐用のパソコン、また資料保存班の動画編集ソフトに不足あり。パソコン 4
台、動画編集用のソフトを協会で準備できないか。現在 ICT 班の野原班長がヤマダ電機とやり取りし
ている。緊急性はないため、今回は準備することについて審議とし、予算については見積をとり来年
度の予算として別に審議することとする。審議の結果、提案通り可決された。 

２）新生涯学習の手引き（NPTA 版）発刊に関して 
生涯学習の手引きについて、ホームページにおいてパスワード付きの PDF で公開する形でよいか、ま
た発行部数は 50 冊と決めて理事、部長、副部長までの範囲でよいか、内容的に問題ないか、以上 3 点
について審議。業者の相見積もりは、山内部長と関連のあるところで約 6 万円、インテックスで 12 万
円。内容については、複数施設の新人による確認後、不備を確認することとする。審議の結果、提案
通り可決された。 

 ３）協会着の進捗状況報告及び購入について 
協会着について、50 周年事業予算と協会予算で購入予定。50 周年と協会のロゴを入れてビブスとポロ
シャツを選定。ポロシャツは全部で 200 着程度予定し、青一色、青黒のツートンカラーを候補として
挙げる。残り一色は、女性目線で選定する。ビブスは第一候補に決定。予算は、40 万円程度で検討だ
が見積の結果、不足するようであれば笹原理事とも相談となる。本議案の審議は持ち越しとなった。 

 ４）諫早地区 第 1 回研修会開催について 
   11月 29日と喫緊のため、三役に連絡し、開催する方向で広報に入っている。中枢神経に対する認知神

経リハの内容で「リハビリテーションあいのわ」の宮田先生に講師を依頼。以前は、宮崎病院におら
れて長崎県では中心的に勉強会を開催してこられた先生。生涯学習ポイントは脳血管後遺症 1.5 ポイン
ト、専門・認定は 1.5 点。審議の結果、提案通り可決された。 

 ５）諫早地区第 2 回研修会開催について 
   第 2 回研修会について、12 月 21 日を予定。承認後に登録、広報に入りたい。1 時間 30 分で、骨関節

障害をテーマにチカラ整形の吉田先生に講師を依頼。審議の結果、提案通り可決された。 
 ６）令和4年度 大村東彼地区研修会・症例検討会 開催日程について 
   大村地区の研修会、事例検討会について、第 3 回大村東彼地区研修会を令和 5 年 1 月 21 日 13:30 から

15:00、長崎労災病院の山戸先生を講師として挙げる。第 1回事例検討会を 2 月 18日 13:30から 15:00
に予定。同日 15:30から 17:00に済生会病院の田中先生を講師として、運動器疾患の内容で第 4回大村
東彼地区研修会を予定。審議の結果、提案通り可決された。 

 ７）令和4年度 大村市健康福祉祭り・啓発活動実施について 
   健康福祉祭りは講演会に変更となり、協会のパンフレットなどを会場に置く許可が出た。1 月 21 日に

大村市コミュニティセンターで行われる予定。啓発活動は 12 月 17 日コレモ大村でパンフレット配布
と相談コーナーのみ実施する計画。審議の結果、提案通り可決された。 

 ８）令和4年度 医療保険研修会（案）について 
   令和 4 年度医療保険部研修会について、講師を日本理学療法士協会の戸塚先生と PT・OT・ST ネット

の友清先生どちらかで検討、打診はまだ。友清先生を第一候補として打診する。1.5 ポイントで参加費
1,000 円。審議の結果、提案通り可決された。 

 ９）令和4年度 介護保険研修会（案）について 
   介護保険研修会について、目的は令和 3 年度の介護報酬改訂後の全国的な動向を理解し、令和 6 年の

同時改訂に向けて理解を深めること。令和 5 年 2 月から 3 月中旬を予定。講師は医療法人真正会の岡
野先生を予定。審議の結果、提案通り可決された。 

 １０）多職種向け生活行為向上マネジメント研修会のセミナー登録について 
    地域ケア会議推進リーダーの士会指定事業として承認いただいており、今回はセミナー登録の審議

を。県リハ主催で OT 協会が担当。日時は 11 月 25 日。審議の結果、提案通り可決された。 
 １１）地域包括ケア研修会のセミナー登録について 
    セミナー登録のお願い。地域ケア会議推進リーダー該当でポイントはなし。県士会員は 1,000円、他



県士会委員は 3,000 円の参加費。内容は「認知症を有する高齢者への関わり」。講師は内田病院の篠
崎先生、藤生先生、安原先生。座長を地域包括ケア部部長の本田先生と三浦先生。審議の結果、提
案通り可決された。 

 １２）推進リーダー取得要件の士会指定事業に骨折予防対策事業追加の件について 
    小値賀町での骨折予防事業で、コロナ禍で協会指定事業に参加できず、この事業を指定事業にして

いただくとありがたいとの相談あり。士会指定事業の要件は満たしていると考えられるが、士会指
定事業は広く一般会員に開かれる必要があり、参加者が限られる骨折予防事業は適さないと判断。
井手副会長より相談者へ説明することとなった。併せてオンラインでも多くの士会指定事業が実施
されており、島嶼部でも受講できるものがあることを説明する。骨折予防事業は来年までの事業だ
が、以後の展開は県と協議していく。本議案の審議は持ち越しとなった。 

 １３）連絡網体制整備に向けて公文書発行のお願いについて 
    地区連絡網体制整備はここ数年の懸案事項。10 月に事務局、地域局、災害リハ委員会の合同会議を

開催。長崎地区以外は約 8 割完成し、事務局の情報との摺り合わせ中。長崎地区は災害との情報共
有ができていない。今年度中の連絡網完成を目標とするが、非協力的な施設もあるため、公文書を
発行し各施設の協力を得やすい状況をつくる。部門責任者を結ぶグループ LINE も検討するが、ま
ずは連絡網に集中し、完成後グループ LINE へと進む方向とする。審議の結果、提案通り可決され
た。 

 １４）新入会承認について 
    入会 0 名、退会 3 名、復会 1 名、休会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 
 １５）神経心理的検査研修会のセミナー登録について 
    県リハ支援センターが主幹となり、PT・OT・ST、臨床心理士会の方の共同主催。士会指定事業に

は指定済みでセミナー登録について審議。令和 4 年の 12 月 15 日開催のセミナー。介護予防推進リ
ーダーの方で登録したい。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）令和 4 年度 上半期事業報告について 

   令和 4 年度上半期事業報告が完成。令和 4 年 4 月 1 日から 9 月 30 日の期間のもの。全てで 58 事業あ
り、実施したものが 47、中止となったものが 11。中止の理由はコロナがほとんどだが、講師との調整
不足もあった。下半期事業のうち中止が決定しているものは 3 事業。 

２）広報誌「ぴーかんてらす」15 号について 
   第 15 号を 10 月に発刊。総額 325,600 円の決算額。郵送先は会員施設 355、自宅会員 149、公的機関

22、高等学校 79、包括支援センター51、賛助会員 15 の配布。毎号 600 部程度事務所に余っている状
況。毎号 50 部ほど事務所に担保し、印刷枚数を 600 部減らした。五島の健康保険課担当者より「200
部もらっているが配りようがない」と問い合わせあり、今後 50 部に減らすこととした。 

３）臨床教育研修会開催について 
   再度講師の変更あり。予定していた児玉先生が長期休職のため辞退との連絡あり。代わりに倉敷平成

病院の山下先生を挙げる。日本リハビリテーション臨床教育研究会の理事。日程は 2 月 4 日で講師の
講演を 1 時間 30 分、その後実践報告を急性期は長崎大学病院、回復期は陽光リハビリテーション病
院、もう 1 件は検討中。その後ディスカッションを計画。 

４）令和 4 年度 下五島地区・学術研修部合同研修会について 
   下五島と学術局の合同研修会を 10 月 22 日に開催。講師は長崎大学病院の坂本准教授。参加者は 67

名。うち、県内 54 名、県外 13 名。参加者からの評価は高かった。開催のメール配信等々でアドレス
の流出が発生し、謝罪文も発送した。五島の地区研修会だが五島内からの参加が少なかったことが反
省点。予算が 17,000 円とあり、詳細不明なため財務に確認する。 

５）下五島地区 学術研修部合同研修会 メール誤送信の対応について 
   報告済みとして報告なし。 
６）上五島地区研修会企画案の修正（延期）について 

   第 1 回地区研修会について、不慣れもあり準備の滞りなどあり日程を延期させていただきたい。2 月
19 日、26 日、3 月 19 日あたりを予定。内容、講師は変わらず。 

７）令和 4 年度 5 団体合同災害リハ研修会について 
   災害リハ研修会について、1 回目が 12 月 5 日、2 回目が 12 月 12 日、3 回目が 1 月 14 日としている

が、地域ケア研修会と重複。再度日程調整する。対象は上記団体の会員。J-RAT の協力病院の会員に
は是非参加していただきたい。第 1 回はオンラインの講義で栗原先生以外の講師は調整中。2 回目も講
義で講師調整中。3 回目は演習と。士会指定事業地域ケア会議該当。 

（３）その他報告事項 
 １）令和 4 年 10 月 14 日～12 月 9 日 開催事業について 
   セミナーの登録情報を報告。（資料参照）10 月 14 日～12 月 9 日 JPT のマイページ上に登録している

セミナー、研修会。セミナー登録はしているが、NPTA ホームページ上に広報していない状態のもの
もある。新しいものもセミナー情報を送っていただければ登録する。 

 ２）令和 4 年度 第 3 回島原・雲仙地区研修会について 
   開催間近の発出だがメーリングリスト等での広報も行い参加者を募る。11月 24日開催で講師は愛野記

念病院の溝内先生。オンラインで認定・専門ポイントは 2ポイントから 1.5ポイントへ変更。広報開始
後公開とする。 

 ３）長崎理学療法について 
   昨年度総説が多くなり予算を超過したこともあり、総説は 2 本としている。今回横山先生と神津先生

に絞っているが、学会で内田先生や徳永先生、他の先生にもお願いして書くと仰っていただいてい



た。お願いしておきながら、お断りすることになる。丁寧にご説明したい。 
 ４）オンライン研修会受講中のマナーについて 
   Zoom で開催の臨床実習指導者研修会で、研修会中に喫煙をしている人がいた。喫煙は想定もしておら

ず、規程の検討も必要か。 
 ５）組織内の文書送付手順について 

先般組織内で会長に直接文書を送る件が 2 件あった。今後は身近な人の確認や直接会長でなく三役へ
の送付など行うようにする。 

 ６）連盟研修会について 
夏の参院選の反省会として自民党長崎県連の下条県議と会議を実施。三役と飯野理事、森理事で参
加。来春統一地方選挙の準備もあるが、12 月、1 月に連盟研修会の企画を検討。ご参集いただきた
い。 

 ７）学会監査について 
   10月 27日に学会監査を行った。書類関係抜かりなく揃い、予算も少な目で終わったということで良か

ったと思う。柿田監事に日程の連絡が届かず不参加だったが、使用していないアドレスへ送信されて
いた。坂井総務部部長を中心に連絡網の再確認を行う。 

 


